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今
年
二
月
に
起
き
た
中
国
雲
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
を
行
っ
て
に
は
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
高
校
生
会
の

南
省
大
地
温
の
被
災
者
救
援
活
い
る
。
雲
南
省
で
は
約
九
百
八
岡
山
県
内
の
高
校
生
七
人
の
ほ

動
を
続
け
る
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ジ
十
あ
っ
た
学
校
の
う
ち
約
半
数
か
大
学
生
、
社
会
人
ら
総
勢
十

ア
医
師
連
絡
協
議
会
、
本
節
・
　
が
倒
壊
。
満
足
な
物
資
が
な
い
四
人
が
参
加
。
寄
せ
ら
れ
た
文

岡
山
市
）
は
、
現
地
の
被
災
状
中
、
子
供
た
ち
は
仮
設
の
校
舎
房
具
と
募
金
の
目
録
、
そ
れ
に

況
を
視
察
す
る
ス
タ
デ
ィ
ー
ヅ
で
勉
強
を
し
て
い
る
。
　
　
　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
本
部
が
あ
る
岡
山
市

ア
ー
を
企
画
。
参
加
す
る
Ａ
Ｍ
　
Ａ
Ｍ
ｎ
一
Ａ
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
楢
肆
の
地
元
農
協
婦
人
節
ら
が

Ｄ
Ａ
高
校
生
会
の
メ
ン
バ
ー
七
活
動
を
し
て
い
る
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
作
っ
た
文
房
具
袋
を
麗
江
拉
市

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
高
校
生
会
の
７
人
　
　
　
山

あ
す
中
国
・
雲
南
省
へ
岡

人
の
出
発
式
が
三
十
一
日
、
Ａ
高
校
生
会
」
の
メ
ン
バ
ー
も
プ
郷
の
海
東
完
心
小
学
校
に
届
け

Ｍ
Ｄ
Ａ
本
部
で
行
わ
れ
た
。
一
　
ロ
’
ｙ
エ
ク
ト
支
援
の
一
環
と
し
る
。
現
地
で
は
ス
ポ
ー
ツ
や
キ

行
は
二
日
に
出
発
す
る
。
　
　
て
街
頭
募
金
を
開
始
。
趣
旨
に
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ア
ー
・
な
ど
の
交

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
、
地
。
宸
直
後
に
賛
同
し
た
岡
山
、
広
島
両
県
の
流
、
昆
明
で
医
療
活
動
に
従
事

中
国
雲
南
省
で
医
療
救
援
活
動

に
着
手
。
現
在
も
被
害
が
最
も

大
き
か
っ
た
麗
江
で
、
地
震
で

倒
壊
し
た
小
学
校
を
再
建
す
る

小
中
学
校
や
個
人
な
ど
か
ら
も
す
る
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
医
師
に
よ
る
諸

学
校
再
建
の
た
め
の
義
援
金
や
一
会
に
も
参
加
す
る
Ｑ

文
房
具
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
今
回
の
ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー

　
出
発
式
で
は
、
訪
中
す
る
高

校
生
が
「
中
国
の
違
っ
た
文
化

を
学
ん
で
き
た
い
」
コ
父
流
を

深
め
、
互
い
に
楽
し
い
思
い
出

に
し
た
い
」
な
ど
と
、
一
人
ひ

と
り
が
抱
負
を
語
っ
た
。
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
の
近
藤
祐
次
事
務
局
長
は

　
「
応
援
す
る
と
い
う
気
持
ち
だ

け
で
は
な
く
、
（
阪
神
大
宸
災

で
う
け
た
援
助
の
）
恩
返
し
の

つ
も
り
で
行
っ
て
ほ
し
い
。
大

い
に
交
流
を
深
め
、
活
動
を
広

げ
ら
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

　
ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
の
一
行

は
二
日
午
前
に
関
西
空
港
か
ら

中
国
に
出
発
。
九
日
に
帰
国
す

る
予
定
。

　
雲
南
省
大
地
宸
で
は
今
月
十

八
日
に
、
岡
山
市
の
ノ
ー
ト
ル

ダ
ム
桶
心
女
子
大
付
属
小
学
校

な
ど
四
小
学
校
が
学
内
で
集
め

た
鉛
筆
、
消
し
ゴ
ム
な
ど
の
学

用
品
を
段
ポ
ー
ル
十
七
箱
分
、

寄
贈
し
た
。
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